















学位授与年月日 平成 16 年 7 月 14 日








































第 5 章では、第 4 章で検討してきたサプライチェーン上のモデルに関する進化型の 1 類型として、最終の消費者間
のプラットフォームを基点にしたモデルである C2C4B モデルを提起し、そのモデルの競争優位'性を示した。 C2C4B
モデ、ルの競争優位の源泉は、消費者を集めることのできるプラットフォームであり、それを主催するプロデューサー
の目利きであることを示した。
第 6 章では、バーチャル・プロジェクト・カンパニーの進化型の 1 類型として、プラットフォーム・アライアンス・
モデルを提起した。これは、前述の消費者プラットフォームと、供給者のレイヤーのプラットフォームが連携するこ
とによる競争優位性を示したものである。
第 7 章では、本論文の各事例をサプライチェーンの全体像として関連付けるとともに、各事例分析の共通点として、
バーチャル・プロジェクト・カンパニーを形成することで、技術、知財、消費者情報などといった情報財を競争優位
の源泉とし、既存市場におけるシェア争いとしづ枠組みではなく、新市場を創造し、業界全体を拡大させる戦略的な
枠組みを示すことができると総括した。
なお、補論として、通信業界におけるプラットフォーム間競争に、バーチャル・プロジェクト・カンパニーのコン
セプトの適用を試み、特に製品アーキテクチャのモジュラー化、組織間関係の水平分業化が進んでいる業界では操作
性が高いことを示した。
論文審査の結果の要旨
本研究は、近年 IT 産業の隆盛により、注目を集めている「水平分業型」の産業構造と伝統的な「垂直的統合型」
のそれとをピ、ジネスモデ、ルの観点から統合しようとする意欲的な試みである。事例研究に基づき、理念型を整理し、
C2C4B など新しい概念から最新のビジネスモデ、ルを比較考察している点が評価に値する。尤も、概念関係において
若干暖味な部分も残され、いきおい描写しようとしているピ、ジネスモデルが幾分多義的なものになっている点が窺え
るが、着眼点の新しさ、豊富な事例・文献研究の価値を損なうものではない。よって本研究は、博士(経済学)の学
位に値する、と判断する。
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